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要     旨 

背景 

日本人は n-3 系多価不飽和脂肪酸（PUFA）を含む魚を常食してきたが、近年の食生活の欧米化に伴い、

魚の消費量は減少し、肉類の消費が増加している。日本人は白人と比較して冠攣縮性狭心症（CSA）の

発症率が 3 倍高いことが報告されており、年齢分布から、CSA は高齢者よりも若年者に多い傾向がある

とされている。これらのことから、我々は食生活が CSA の発症に影響を及ぼしている可能性があると

考えた。本研究では、CSA と血清脂肪酸レベルの関連性を年齢依存的に検討した。 

研究対象および方法 

2011 年 6 月から 2023 年 2 月までに、大分大学医学部附属病院で CSA の評価のため、冠動脈造影検査

中にエルゴノビン負荷試験（ETT）を受けた 406 例の患者を登録した。ETT 陽性者は、全例が胸痛、

息切れなどの狭心症状と心電図変化を認め、CSA と診断された。患者を年齢と ETT の結果によって以

下のように分類した：（1）若年者（65 歳以下）、ETT 陽性群（n = 32）、（2）若年者、ETT 陰性群（n = 

134）、（3）高齢者（66 歳以上）、ETT 陽性群（n = 36）、（4）高齢者、ETT 陰性群（n = 204）。ETT



を受けた全症例において、エイコサペンタエン酸（EPA）、ドコサヘキサエン酸（DHA）、アラキドン酸

（AA）、ジホモ-γ-リノレン酸（DHLA）の血中濃度を測定し、CSA との関連を評価した。 

結果 

若年者群において、EPA（64.3±37.7μg/mL vs. 49.4±28.8μg/mL、p = 0.015）および DHA（135.7

±47.6μg/mL vs. 117.4±37.6μg/mL、p = 0.020）の血中濃度は、ETT 陽性群で ETT 陰性群よりもそ

れぞれ有意に高かった。しかし高齢者群においては、EPA や DHA の血中濃度と CSA との間に関連は

認めなかった。CSA の有無を予測する単変量解析の結果、若年者群では、血清 EPA 高値（OR, 1.014; 95% 

CI: 1.002-1.025; p = 0.021）、血清 DHA 高値（OR, 1.011; 95% CI: 1.002-1.021; p = 0.022）、喫煙（OR, 

1.011; 95% CI: 1.002-1.021; p = 0.022）、現在の喫煙（OR, 2.535; 95% CI: 1.162-5.685; p = 0.019）お

よび飲酒（OR, 1.106; 95% CI: 1.106-5.388; p = 0.027）は、CSA と関連していた。高齢者群では、血

清LDLコレステロール高値（OR, 1.012; 95% CI: 1.000-1.024; p = 0.046）とアルコール摂取（OR, 2.455; 

95% CI: 1.140-5.169; p = 0.023）が CSA と関連していた。多変量解析では、若年者において、EPA

（p=0.028）および DHA（p=0.049）が、CSA 発症に関連していた。 

考察 

n-3 系 PUFA の摂取は、虚血性心疾患の発症リスクおよび死亡率を低下させることが報告されている。

しかし我々の研究では、若年者において血清 EPA および DHA 高値が CSA と関連していた。CSA の発

症機序として、血管内皮障害と自律神経系の影響が考えられている。自律神経の影響については、一般

的にCSAは夜間から朝方に多く発症するため、副交感神経系の亢進が関与していると考えられている。

n-3 系 PUFA の投与により副交感神経系が優位になり、不整脈を抑制し、血圧を低下させることが報告

されている。我々の研究から血中 EPA および DHA 濃度が高いと、副交感神経が亢進し、交感神経と副

交感神経のバランスが崩れ、その結果として冠攣縮が誘発される可能性が考えられた。一方高齢者群に

おいてこの関連は認められなかった。 

結論 

若年者において血清中の EPA および DHA の濃度が高いことが、自律神経のバランスを崩し、副交感神

経を優位にすることで、CSA の発症に関与している可能性が示唆された。 


